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１
４
８
０（
門
田
さ
ん
）。

周
世
で
ク
マ

の
目
撃
情
報

　

８
月
５
日
午
後
９
時
ご

ろ
、
周
世
の
県
道
高
雄
有

年
横
尾
線
で
ク
マ
１
頭
が

出
没
。
赤
穂
市
が
注
意
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

目
撃
し
た
高
雄
の
男
性

（
６２
）の
話
で
は
、
県
道
を

車
で
有
年
か
ら
周
世
へ
向

け
て
走
行
中
、
左
側
の
山

か
ら
体
長
１
５
０
㌢
く
ら

い
の
動
物
が
現
れ
、
車
と

並
走
。
し
ば
ら
く
し
て
山

の
方
へ
姿
を
消
し
た
と
い

う
。

　

「
よ
く
見
か
け
る
イ
ノ

シ
シ
か
と
思
っ
た
が
、
体

が
黒
っ
ぽ
い
こ
げ
茶
で
イ

ノ
シ
シ
と
は
色
が
違
っ

た
」
と
男
性
。
市
は
「
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
で
は
な
い

か
」
と
み
て
い
る
。

　

市
は
ク
マ
に
よ
る
人
身

被
害
を
防
止
す
る
対
策
と

し
て
、
▽
山
道
を
歩
く
と

き
は
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
も
の
を
携
帯
す
る
▽

生
ご
み
等
、
ク
マ
の
エ
サ

と
な
る
よ
う
な
も
の
を
屋

外
に
放
置
し
な
い
▽
夕
方

か
ら
早
朝
に
か
け
て
は
出

没
の
可
能
性
が
高
く
な
る

の
で
特
に
警
戒
す
る
ー
な

ど
と
し
て
い
る
。

　

赤
穂
市
内
で
は
昨
年
７

月
に
有
年
横
尾
で
親
子
と

み
ら
れ
る
ク
マ
２
頭
が
目

撃
さ
れ
た
。

　

▼
…
「
い
つ
も
利
用
す

る
駅
」
地
元
住
民
が
清
掃

奉
仕
＝
福
浦
地
区
の
小
学

生
親
子
ら
が
こ
の
ほ
ど
、

電
車
通
学
で
利
用
す
る
Ｊ

Ｒ
備
前
福
河
駅
で
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
汗
を

流
し
た
。

　

２
０
０
６
年
か
ら
毎
夏

実
施
し
て
い
る
。
今
年
は

「
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い

活
動
」
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

自
治
会
な
ど
に
も
呼
び
掛

け
、
約
３０
人
で
手
分
け
し

て
駅
周
辺
の
除
草
や
ト
イ

レ
掃
除
な
ど
を
行
っ
た
。

　

「
い
つ
も
利
用
す
る

駅
、
き
れ
い
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
小
学
６
年
の

奥
道
大
地
君
。
活
動
に
参

加
し
た
船
引
俊
和
駅
長
は

「
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
た
。（
写
真
は
暑

い
中
、
Ｊ
Ｒ
備
前
福
河
駅

で
行
わ
れ
た
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）

や
し
た
い
」
と
創
設
し

た
。
主
に
歌
う
の
は
戦
前

に
刊
行
さ
れ
た
「
新
訂
尋

常
小
学
唱
歌
」
に
収
録
さ

れ
た
曲
。「
心
の
う
た
を

２１
世
紀
へ
」
と
の
理
念
に

共
鳴
し
た
赤
穂
市
内
の
音

楽
ス
タ
ジ
オ
の
要
望
で
２

０
０
９
年
に
赤
穂
分
校
が

開
設
さ
れ
た
。

　

現
在
は
西
宮
の
本
校
に

約
２
０
０
人
、
赤
穂
分
校

に
は
１２
人
が
在
籍
し
て
い

る
。
分
校
設
立
か
ら
の
メ

ン
バ
ー
と
い
う
正
保
橋
町

の
山
本
幸み

ゆ
きさ
ん（
７９
）は
一

時
出
に
く
く
な
っ
て
い
た

声
が
発
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
っ
て
再
び
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
み
ん
な
で
一
緒
に
コ
ー

ラ
ス
す
る
と
、
何
も
か
も

忘
れ
て
心
が
洗
わ
れ
る
。

月
１
回
の
活
動
日
が
本
当

に
楽
し
み
」
と
話
す
。

　

「
唱
歌
は
誰
も
が
口
ず

さ
め
る
メ
ロ
デ
ィ
で
、
心

を
一
つ
に
す
る
力
が
あ
り

ま
す
」
と
規
子
さ
ん
。
年

齢
や
性
別
、
合
唱
経
験
の

有
無
を
問
わ
ず
入
学
で
き

る
と
い
い
、「
ぜ
ひ
興
味

の
あ
る
人
は
見
学
し
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　

月
会
費
１
２
５
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
４５
・
１

５
３
３（
長
谷
川
さ
ん
）。

（
写
真
は
開
校
１０
周
年
を

迎
え
た
「
唱
歌
の
学
校
」

赤
穂
分
校
。
楽
し
い
指
導

の
下
、
歌
声
が
響
く
）
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坂
越
の
町
並
み
や
漁
船

ふ
る
さ
と
の
風
景
画

鳥
井
廣
夫
さ
ん
が
個
展

「
唱
歌
の
学
校
」赤
穂
分
校

楽
し
く
歌
っ
て
１０
周
年

プ
ロ
の
声
楽
家
が
指
導

　

♪
う
ー
さ
ー
ぎ
お
ー
い

し
、
か
ー
の
ー
や
ー
ま

ー
。
毎
月
第
４
木
曜
日
午

前
の
赤
穂
市
民
会
館
２

階
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
の

せ
て
歌
声
が
響
く
。「
唱

歌
の
学
校
」
赤
穂
分
校
の

練
習
日
だ
。

　
「
出
席
を
と
り
ま
す
」。

「
教
頭
」
の
泉
規の

り

子
さ
ん

（
６１
）＝
西
宮
市
＝
が
一
人

ず
つ
名
前
を
呼
び
、
練
習

が
始
ま
る
。
ま
ず
は
発

声
。「
あ
く
び
す
る
み
た

い
に
上
あ
ご
を
上
げ
て
」

「『
あ
』『
お
』
の
口
で
息

を
吸
う
と
、
た
っ
ぷ
り
息

が
吸
え
ま
す
よ
」。
規
子

さ
ん
は
大
阪
音
楽
大
学
出

身
で
国
内
外
で
オ
ペ
ラ
に

も
出
演
す
る
声
楽
家
だ
け

あ
り
、
歌
詞
を
大
切
に
す

る
ア
ク
セ
ン
ト
や
発
声
の

指
導
は
的
確
。
関
西
弁
の

冗
談
も
混
じ
る
ア
ド
バ
イ

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

山
鹿
素
行
の
お
話
⑤

◆
素
行
先
生
に
よ
る
武
士

道
等
の
教
え
（
そ
の
一
）       

　

承
応
３
年
（
１
６
５
４

年
）
５
月
、
素
行
は
赤
穂

を
船
で
出
発
し
て
大
阪
へ

向
か
い
、
そ
れ
か
ら
伏
見

へ
出
て
帰
途
は
東
山
道
を

通
っ
て
江
戸
に
帰
省
し
ま

し
た
。
こ
の
旅
の
道
中
の

地
理
や
古
戦
場
、
詩
作
を

書
き
留
め
た
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
『
海
道
日
記
』
と

『
東
山
道
日
記
』
と
し
て

著
作
し
て
お
り
、
素
行
に

と
っ
て
は
こ
の
９
か
月
に

及
ぶ
見
聞
は
大
き
な
刺
激

と
な
っ
た
よ
う
で
、
そ
の

後
『
修
教
要
録
』
１０
冊
、

『
治
教
要
録
』
３１
巻
、

『
武
教
小
学
』１
冊
、『
武

教
全
書
』
８
冊
、『
兵
法

或
問
』
７
冊
の
他
、
多
数

の
名
書
を
著
し
ま
し
た
。

そ
の
総
量
は
膨
大
で
数
千

枚
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
の
『
武
教
小

学
』
は
、
徳
川
の
幕
藩
体

制
が
堅
実
に
な
り
戦
の
な

い
世
の
中
と
な
っ
た
中
、

怠
惰
な
生
活
に
陥
り
が
ち

な
侍
た
ち
に
武
士
と
し
て

の
誇
り
を
持
た
せ
、
農
工

商
三
民
の
手
本
と
な
る
よ

う
な
生
活
規
範
を
鼓
舞
し

た
も
の
で
す
。

　

そ
の
詳
し
い
内
容
は
、

山
鹿
素
行
研
究
会
の
榊
努

氏
が
機
関
紙
『
至
道
第
３

号
』
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
省
略
し
ま
す
が
、
①

早
寝
早
起
き
②
人
と
の
会

話
時
の
言
葉
遣
い
③
外
出

時
の
身
な
り
ふ
る
ま
い
④

衣
食
住
の
基
本
⑤
飲
食
や

男
女
の
欲
情
⑥
財
産
管
理

⑦
金
銭
の
貸
し
借
り
や
贈

与
⑧
狩
猟
に
よ
る
運
動
と

地
形
の
調
査
⑨
家
長
と
し

て
の
ふ
る
ま
い
⑩
子
供
へ

の
教
育
等
１０
項
目
に
つ
い

て
素
行
の
門
弟
た
ち
が
素

行
の
言
動
を
基
に
著
し
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
考
え

は
現
代
社
会
に
生
き
る
我

々
に
も
十
分
通
じ
る
も
の

で
、
私
な
ど
凡
人
は
こ
の

十
訓
を
見
る
度
に
反
省
と

自
戒
の
念
を
た
だ
た
だ
募

ら
す
の
み
で
あ
り
ま
す
。

　

素
行
が
３７
歳
に
な
っ
た

万
治
元
年
（
１
６
５
８

年
）、
面
白
い
こ
と
に
は

松
浦
鎮
信
ら
の
興
味
本
位

も
あ
り
、
江
戸
本
郷
の
天

沢
寺
（
春
日
局
が
建
立
）

で
隠
元
禅
師
と
引
き
合
わ

さ
れ
禅
問
答
を
し
ま
す
。

隠
元
は
こ
の
時
６８
歳
と
素

行
に
比
べ
は
る
か
に
高
齢

で
あ
り
、
そ
の
道
の
達
人

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
分

の
悪
い
素
行
は
慇
懃
無
礼

な
態
度
で
禅
問
答
を
自
分

か
ら
仕
掛
け
、
隠
元
を
煙

に
巻
き
面
目
を
保
ち
ま
し

た
が
、
隠
元
の
臨
済
禅
に

魅
力
を
感
じ
た
素
行
は
こ

の
後
２
年
程
隠
元
禅
師
に

師
事
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
て
万
治
２
年
、

忠
臣
蔵
の
主
人
公
大
石
内

蔵
助
良
雄
が
播
州
赤
穂
で

誕
生
し
、
歴
史
の
歯
車
が

ま
た
大
き
く
動
き
出
し
ま

す
。
ち
な
み
に
先
号
に
あ

る
山
鹿
素
行
を
接
待
し
た

大
石
内
蔵
助
は
こ
の
良
雄

の
叔
父
の
良
欽
で
す
。

山
鹿
素
行
研
究
会 

理
事　

東
條
正
輝

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

特
別
寄
稿

　 　

５
年
未
満
も
可
）
を
対
象

に
９
月
９
日（
月
）ま
で
先

着
２０
人
を
募
集
す
る
。
☎

４３
・
２
７
２
７
。

坂
越
の
観
光

ガ
イ
ド
研
修

受
講
者
を
募
集

　

播
州
赤
穂
観
光
ガ
イ
ド

協
会
（
鍋
谷
晴
紀
会
長
）

は
坂
越
地
区
ガ
イ
ド
研
修

会
の
受
講
者
を
募
集
し
て

い
る
。

　

坂
越
地
区
は
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
北
前
船
寄

港
地
と
し
て
の
文
化
財
が

点
在
。
観
光
客
の
増
加
に

伴
い
、
観
光
ガ
イ
ド
の
需

要
が
高
ま
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
。

　

研
修
会
は
９
月
１
日

（
日
）、坂
越
公
民
館
で
午

前
９
時
〜
正
午
。
ベ
テ
ラ

ン
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
と

町
並
み
散
策
を
行
う
。
申

し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

☎
０
９
０
・
２
５
９
４
・

京
ア
ニ
放
火
事
件

武
本
康
弘
さ
ん

の
死
亡
を
公
表

　

京
都
市
伏
見
区
の
ア
ニ

メ
制
作
会
社
「
京
都
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
」
第
１
ス
タ

ジ
オ
で
起
き
た
放
火
殺
人

事
件
で
、
京
都
府
警
は
２

日
、
亡
く
な
っ
た
３５
人
の

う
ち
、
遺
族
側
の
了
承
が

得
ら
れ
た
と
し
て
、
赤
穂

市
出
身
の
同
社
取
締
役
、

武
本
康
弘
さ
ん（
４７
）＝
京

都
府
宇
治
市
＝
ら
１０
人
の

身
元
を
公
表
し
た
。

　

武
本
さ
ん
は
赤
穂
中
か

ら
赤
穂
高
、
ア
ニ
メ
関
連

の
専
門
学
校
を
経
て
同
社

に
入
社
。『
涼
宮
ハ
ル
ヒ

の
憂
鬱
』『
け
い
お
ん

！
』『
ツ
ル
ネ
―
風
舞
高

校
弓
道
部
―
』
な
ど
数
多

く
の
人
気
作
で
監
督
や
演

出
、
原
画
な
ど
を
手
掛
け

た
。

　

親
族
の
話
で
は
、
武
本

さ
ん
は
普
段
か
ら
宇
治
市

に
あ
る
本
社
よ
り
も
第
一

ス
タ
ジ
オ
で
仕
事
を
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
と
い

う
。

商
議
所
の
創
業
塾

先
着
２０
人
を
募
集

　

ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
た

め
に
必
要
な
基
礎
知
識
や

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
短

期
集
中
講
座
「
創
業
塾
」

が
９
月
に
開
講
。
主
催
の

赤
穂
商
工
会
議
所
が
受
講

者
を
募
集
し
て
い
る
。

　

９
月
１４
日
か
ら
１０
月
１９

日
ま
で
毎
週
土
曜
日
（
１０

月
１２
日
は
除
く
）
の
全
５

回
。
加
里
屋
の
赤
穂
商
工

会
館
で
午
後
１
時
〜
５
時

（
初
回
の
み
６
時
ま
で
）

に
開
く
。
経
営
実
務
に
詳

し
い
中
小
企
業
診
断
士
や

金
融
の
専
門
家
を
講
師
に

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
り

方
を
学
ぶ
。

　

参
加
料
１
０
０
０
円

（
初
回
の
交
流
会
は
別
途

１
０
０
０
円
）。
創
業
に

興
味
の
あ
る
人
（
創
業
後

　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る

絵
画
で
、
生
ま
れ
育
っ
た

ふ
る
さ
と
の
風
景
を
描
い

た
個
展
「
鳥
井
廣
夫
展
〜

パ
ス
テ
ル
と
油
彩
」
が
坂

越
ま
ち
並
み
館
で
開
か
れ

て
い
る
。

　

元
赤
穂
美
術
協
会
長
の

鳥
井
廣
夫
さ
ん（
８４
）が
、

高
台
か
ら
見
た
坂
越
の
町

並
み
、
大
避
神
社
の
仁
王

像
、
港
の
漁
船
な
ど
４
号

か
ら
２０
号
ま
で
１６
点
を
出

品
。
播
磨
造
船
所
（
現
Ｉ

Ｈ
Ｉ
相
生
工
場
）
に
停
泊

中
の
捕
鯨
船
・
図と

南な
ん

丸
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
四
つ
切

の
パ
ス
テ
ル
画
は
昭
和
３０

年
代
に
描
い
た
作
品
で
、

当
時
を
知
る
人
に
と
っ
て

懐
か
し
い
。
空
き
瓶
に
絵

を
描
い
た
ボ
ト
ル
ア
ー
ト

な
ど
立
体
作
品
も
数
点
展

示
。
８
月
２６
日（
月
）ま
で

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
、

火
曜
休
館
。
☎
４８
・
７
７

７
０
。（
写
真
は
風
景
画
を

中
心
に
鳥
井
廣
夫
さ
ん
の

作
品
が
並
ぶ
個
展
会
場
）

市
民
健
康
大
学

受
講
者
を
募
集

　

赤
穂
市
医
師
会
（
中
村

隆
彦
会
長
）
は
赤
穂
市
と

主
催
す
る
市
民
健
康
大
学

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し

て
い
る
。
受
講
無
料
。

　

９
月
５
日
〜
１１
月
７
日

ま
で
中
広
の
赤
穂
市
総
合

福
祉
会
館
な
ど
で
全
１０

回
。
い
ず
れ
も
木
曜
日
午

後
２
時
〜
４
時
。
市
内
の

医
師
や
薬
剤
師
な
ど
が
病

気
予
防
や
健
康
維
持
の
正

し
い
知
識
に
つ
い
て
講
話

す
る
。
８
回
以
上
受
講
す

れ
ば
修
了
証
書
が
授
与
さ

れ
る
。

　

８
月
１６
日（
金
）ま
で
に

市
医
師
会
事
務
所
（
☎
４２

・
１
４
３
５
）、
ま
た
は

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
４６

・
８
７
０
１
）
へ
申
し
込

め
ば
よ
い
。
日
程
は
次
の

と
お
り
。
敬
称
略
。

　

▽
９
月
５
日
＝
開
講

式
、「
糖
尿
病
に
つ
い

て
」
正
木
善
告
（
正
木
医

院
）
▽
９
月
１２
日
＝
「
下

肢
静
脈
瘤
に
つ
い
て
」
長

尾
俊
彦
（
赤
穂
中
央
病

院
）「
骨
と
関
節
の
疾

患
」
高
橋
欣
吾（
同
）▽
９

月
１９
日
＝
「
婦
人
科
疾
患

に
つ
い
て
」
福
田
操
男

（
福
田
産
婦
人
科
麻
酔
科
）

「
小
児
科
疾
患
に
つ
い

て
」
五
十
嵐
美
衛
（
赤
穂

市
民
病
院
）
▽
９
月
２６
日

＝
「
救
急
処
置
（
心
肺
蘇

生
法
）」
赤
穂
市
消
防
署

職
員
▽
１０
月
３
日
＝
「
眼

の
健
康
と
主
な
病
気
」
大

島
富
太
郎
（
お
お
し
ま
眼

科
）「
う
つ
病
に
つ
い
て
」

深
井
光
浩
（
赤
穂
仁
泉
病

院
）
▽
１０
月
１０
日
＝
「
耳

鼻
の
ど
の
健
康
と
主
な
病

気
」
樋
渡
直
（
赤
穂
市
民

病
院
）「
が
ん
の
話
」
高

原
秀
典
（
同
）
▽
１０
月
１７

日
＝「
脳
疾
患
に
つ
い
て
」

朝
日
稔
（
赤
穂
市
民
病

院
）「
ア
ル
コ
ー
ル
と
消

化
器
疾
患
」
三
井
康
裕

（
同
）▽
１０
月
２４
日
＝
「
皮

膚
の
健
康
と
主
な
病
気
」

西
谷
成
樹
（
大
嶋
皮
膚
科

医
院
）「
契
約
か
ら
始
ま

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
〜
自
分

ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き

る
た
め
に
〜
」
岩
﨑
文
子

（
岩
﨑
パ
ー
ト
ナ
ー
サ
ー

ビ
ス
）
▽
１０
月
３１
日
＝

「
呼
吸
器
疾
患
に
つ
い

て
」
栁
沼
裕
嗣
（
赤
穂
中

央
病
院
）「
薬
の
豆
知

識
」
寺
田
晋
一
郎
（
赤
相

薬
剤
師
会
）
▽
１１
月
７
日

＝
「
歯
の
衛
生
と
主
な
病

気
」
赤
井
亨
（
赤
井
歯
科

医
院
）
閉
講
式

ス
は
生
徒
た
ち
か
ら
「
楽

し
く
て
、
わ
か
り
や
す

い
」
と
好
評
だ
。

　

唱
歌
の
学
校
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
か
ら
２
年
後

の
１
９
９
７
年
、
規
子
さ

ん
の
夫
で
大
阪
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
な
ど

で
指
揮
者
を
務
め
た
音
楽

家
の
庄
右
衛
門
さ
ん（
７８
）

が
「
震
災
で
心
に
傷
を
負

っ
た
人
を
音
楽
の
力
で
癒



赤 穂 民 報 毎週土曜日発行 （2）

４６
坪
８
７
８
万
円
よ
り
他

４
区
画
○
塩
屋
約
５８
坪
９

０
５
万
円
○
城
西
町
約
４４

坪
８
４
１
万
円【
中
古
住

宅
】○
坂
越
／
土
地
約
５３

坪
、建
物
約
４０
坪
５
Ｌ
Ｄ

Ｋ
９
７
３
万
円
。他
売
物

件（
有
年
等
）あ
り
ま
す
。

土
地
、住
ま
い
に
関
す
る

ご
相
談
、お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。兵
庫
県

知
事（
４
）５
０
０
１
９
５

号「
さ
く
ら
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」

朝
日
町
☎
４６
・
２
０
５
０

　

▼
猫
の
里
親
募
集
＝
生

後
１
カ
月
く
ら
い
の
キ
ジ

シ
ロ
の
メ
ス
１
匹
。中
広

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。洗
車
・
代
車
・

オ
イ
ル
各
千
円
増
。修
理
・

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
格

安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
電

話
、ご
来
店
く
だ
さ
い
。☎

４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
ふ
す
ま
、障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》に
、あ
な

た
の
夢
を
か
た
ち
に
し
ま

す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」若

草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、
経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。「
坂
元
鈑
金

塗
装
」
細
野
町
☎
４３
・
９

０
１
０

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
全
身（
８０
分
）

４
０
０
０
円
。
局
所（
６０

分
）３
５
０
０
円
。診
療
時

間
１０
時
～
１９
時（
要
予
約
・

送
迎
可
）。休
診
日（
金
曜

日
）。は
り
・
灸
・
指
圧
・
マ

ッ
サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」

鷆
和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
４
０
円
○
平

常
価
格
４
３
２
円（
ド
ラ

イ
物
の
み
、特
殊
品
は
除

く
）→
会
員
価
格
３
２
４

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」加
里
屋
☎
４３
・
３
９

３
３

　

▼
剪
定・草
刈
り
承
り

ま
す
＝
庭
木
の
手
入
れ
、

消
毒
な
ど
お
困
り
の
方
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。庭
木
一
本
か

ら
の
ご
依
頼
や
草
刈
り
も

承
り
ま
す
。丁
寧
な
仕
事

を
し
ま
す
。「
御
庭
番
」塩

屋
☎
０
９
０
・
９
０
９
２
・

３
２
７
６（
大
前
）

　

▼
粗
大
ゴ
ミ
の
処
分
に

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
＝

引
取
に
お
伺
い
で
き
ま

す
。持
込
も
可
能
。見
積
無

料
。只
今
赤
穂
民
報
を
見

て
ご
成
約
の
方
に
限
り
粗

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。そ
の

他
廃
家
電（
冷
蔵
庫
・
テ
レ

ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
）

も
処
分
で
き
ま
す
。お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト
テ

ッ
ク
」中
広
１
３
７
０
の

１
☎
43
・
５
３
２
８

　

▼
毎
週
日・
木
曜
９
時

〜
営
業（
８
月
１５
日
は
お

盆
休
み
）＝
巻
き
寿
司
や

お
弁
当
、手
作
り
パ
ン
や

お
菓
子
等
販
売
し
て
い
ま

す
。売
り
切
れ
次
第
終
了

で
す
の
で
、お
早
め
に
。ご

予
約
も
承
り
ま
す
。「
周す

世せ

ふ
れ
あ
い
市
場
」☎
０
９

０
・
９
２
１
３
・
７
５
４
７

　

▼
明
星
車
検・
大
好
評

予
約
受
付
中
＝
見
積
も
り

だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。見

積
も
り
、代
車
貸
出
、コ
ー

テ
ィ
ン
グ
無
料
、土
日
祝

も
Ｏ
Ｋ
。手
洗
い
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
４
５
０
０
円
か

ら
。不
要
車
、廃
車
買
取
り

承
り
ま
す
。お
気
軽
に
ス

タ
ッ
フ
ま
で
。「
㈱
明
星　

赤
穂
Ｓ
Ｓ
」オ
ー
ト
バ
ッ

ク
ス
さ
ん
前
☎
46
・
３
１

７
７

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
明
日
１１
日

（
日
）ま
で
、植
物
２
割
引

で
す
。人
気
の
美
し
い
リ

ー
フ『
レ
ッ
ク
ス
ベ
ゴ
ニ

ア
』や
、人
気
の
ト
ロ
ピ
カ

ル
プ
ラ
ン
ツ『
ア
ン
ス
リ

ウ
ム
』な
ど
、少
し
で
す
が

入
荷
し
て
い
ま
す
ヨ
。す

ぐ
に
飾
れ
る
寄
植
も
あ
り

ま
す
。営
業
は
明
日
１１
日

（
日
）ま
で
。１２
日（
月
）
〜

２２
日（
木
）夏
季
休
業
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。休
業

明
け
に
は
白
菜
苗
、ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
苗
も
入
荷
し
ま

す
。に
ん
に
く
、ホ
ー
ム
玉

ね
ぎ
、干
し
ネ
ギ
苗
な
ど
、

秋
の
野
菜
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
ま
せ
。イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、ブ
ロ
グ
も
見
て
ね
。

「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン
ナ
ー

セ
リ
ー
」木
津
☎
４６
・
８
０

０
１

　

▼
大
津「
大
口
ぶ
ど
う

畑
」よ
り
＝
Ｊ
Ａ
旬
彩
蔵

出
荷
中
◎
８
月
１２
日
よ
り

直
売
所（
大
津
奥
安
養
寺

東
）午
前
８
時
半
〜
正
午
。

地
方
発
送
可
、注
文
可
。☎

０
９
０
・
５
２
５
０
・
７
４

２
２

　

▼
野
外
音
楽
フ
ェ
ス
ｉ

ｎ
赤
穂
城・
出
演
者
募
集

＝
９
月
２２
日（
日
）、赤
穂

城
本
丸
門
前
ス
テ
ー
ジ
。

フ
リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ

ブ（
１３
時
〜
１５
時
半
、当
日

☎
４２
・
５
７
３
３

　　

▽
１１
日
＝
赤
穂
記
念
病

院
加
里
屋
診
療
所
☎
４３
・

２
７
１
７

　

▽
１２
日
＝
石
川
整
形
外

科
医
院
☎
４５
・
１
７
１
７

　

▽
１８
日
＝
宮
崎
ク
リ
ニ

ッ
ク
☎
４３
・
４
８
７
７

参
加
可
）と
事
前
エ
ン
ト

リ
ー
ラ
イ
ブ（
１６
時
〜
２０

時
半
、音
源
審
査
あ
り
）の

２
部
制
。「
播
州
赤
穂
ア
コ

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
」☎

０
７
０
・
５
５
０
０
・
２
３

２
３（
西
川
）

　

▼
四
万
六
千
日
観
音
ま

つ
り
＝
８
月
１０
日（
土
）１７

時
か
ら
法
要
、１８
時
半
か

ら
本
堂
で
謡
曲
、日
本
舞

踊
、し
の
笛
演
奏
の
奉
納
。

千
手
堂
で
は
９
時
〜
１９
時

半
に
雲
火
焼
な
ど
の
作
品

展
。「
花
岳
寺
」加
里
屋
☎

４２
・
２
０
６
８

　

▼
６０
歳
以
上
歓
迎・
勤

務
日
数
相
談
に
応
じ
ま
す

＝
○
レ
ス
ト
ラ
ン
配
膳
係

／
７
〜
１０
時
半
、１５
〜
２０

時
半
の
間
で
応
相
談
。時

給
１
０
０
０
円
〜
１
１

５
０
円（
１
カ
月
見
習
期

間
あ
り
）○
寝
具
・
洗
い
場

／
１８
〜
２１
時
。時
給
８
８

０
円
。お
気
軽
に
問
合
せ

く
だ
さ
い
。「
対
鴎
舘
」御

崎
☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
土
日
祝
日
の
洗
い
場

募
集
＝
11
時
か
ら
15
時
半

ま
で
。時
給
９
０
０
円
か

ら
。食
器
洗
浄
機
使
用
し

ま
す
。賄
い
あ
り
ま
す
。

「
さ
く
ら
ぐ
み
」御
崎
２
の

１
☎
４２
・
３
５
４
５

　

▼「
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」

パ
ー
ト
保
育
士
募
集
＝
時

給
１
０
５
０
円
。
８
時
３０

分
～
１７
時
３０
分
。休
憩
1

時
間
。週
５
日
程
度
。休
日

（
日
・
祝
、
土
曜
日
要
相

談
）。雇
用
保
険
・
社
会
保

険
は
法
定
通
り
。ま
ず
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。中
広

☎
４５
・
０
７
３
９

　

▼
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
募

集
＝
１３
〜
１６
時
。月
〜
土

曜
勤
務
で
き
る
方（
火
曜

定
休
）。
時
給
８
８
０
円

〜
。お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◎
毎
週
木
曜『
自
家
焙
煎

コ
ー
ヒ
ー
豆
』
１
０
０
㌘

４
５
０
円
→
３
５
０
円
。

「
喫
茶
ぐ
ら
ん
だ
ぁ
〜
ぶ

る
」駅
裏
☎
４３
・
３
５
３
５

　

▼
不
動
産
情
報（
仲
介
）

＝【
売
土
地
】○
南
野
中

（
区
画
整
理
地
・
赤
小
校

区
）約
78
坪
１
３
９
０
万

円
○
松
原
町
約
７０
坪
７
８

０
万
円
○
中
浜
町
約
７４
坪

９
６
０
万
円
○
尾
崎
明
神

木
約
１
０
２
坪
１
５
０
０

万
円
○
清
水
町
約
８０
坪
１

１
５
０
万
円
○
塩
屋
約
４０

坪
８
０
５
万
円
○
黒
崎
町

約
６８
坪
１
２
５
０
万
円
○

磯
浜
町
約
６４
坪
１
２
８
０

万
円
○
塩
屋
荒
神
社
前
約

第２３３６号　　２０１９年（令和元年）８月１０日

市
民
ガ
イ
ド

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

　
お
知
ら
せ

　

本
紙
は
土
曜
日
発
行

で
す
が
、
次
週
8
月
17

日
は
休
刊
し
ま
す
。

　
　
　
　

赤
穂
民
報
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